






































































年において住宅ストック数(約 735 万戸)は、総世帯数(650 万世帯)に対し、1.13 倍となって






























図 1.1.住宅ストック数、世帯数、空き家率の推移(東京都)  
平成 25 年住宅・土地統計調査(総務省)より 
 
図 1.2.コミュニティカフェ開設数・既存数の推移(全国) 大分大学福祉科学研究センタ 「ーコ
ミュニティカフェの実態に関する調査結果[概要版]」(2011.7)より  












































































トラストまちづくり3(以下世田谷トラスト) (詳細は 3-1-1 に記載)における｢地域共生のいえ
                                                   
3一般財団法人世田谷トラストまちづくり 
一般財団法人世田谷トラストまちづくりは、2006 年 4 月 1 日、財団法人せたがやトラスト協会と財団法人
世田谷区都市整備公社のそれぞれが有していたみどりや住まい等のまちづくりの専門性を統合し、今まで
に蓄積されたトラスト活動や住民ネットワークを継承発展させ、区民主体による良好な環境の形成及び参

























                                                                                                                                                     
加・連携・協働のまちづくりを推進し支援するために設立された。(世田谷トラストまちづくり HP より












(世田谷トラストまちづくり HP より http://www.setagayatm.or.jp/about/index.html 最優閲覧日
2016.12.16)  
6サードプレイス 





























































































線）の国道 2 路線と青梅街 道や五日市街道などの都道 15 路線がある。区内の鉄道は、
ほぼ東西に走り、北から西武新宿線、JR 中央線、東京メトロ丸ノ内線、京王井の頭線、
京王線の 5 路線に 18 の駅がある。[杉並区勢概要 (2015.2) p4,p8] (図 1.8) 
・世田谷区 
世田谷区は東京 23 区中の西南 端にあり、おおむね東経 139 度 39 分、北緯 35 度 38
分（区役所 本庁舎）に位置する。 東は目黒区・渋谷区、北は杉並 区・三鷹市、西は狛
江市・調布市、 南は大田区とそれぞれ接し、さらに多摩川をはさんで神奈川県 川崎市
と向かい合っている。(図 1.7)[世田谷区政概要 (2016) p13] 
 区内を通る幹線道路としては、東西に国道 246 号、国道 20 号が、南北に環七通り、環
八通りが通っている。高速道路は、首都高速 3 号渋谷線、4 号新宿線及び東名高速道路、
中央自動車道、第三京浜道路が通る。区内の鉄道は京王線、京王井の頭線、小田急小田
原線、東急田園都市線、東急大井線、東急目黒線、東急世田谷線の 7 路線に 44 の駅があ
る。鉄道はほぼ東西方向にしか走っておらず、南北方向の鉄道は東急世田谷線しかない。
(図 1.8) 




図 1.7.東京都 23 区における杉並区と世田谷区の位置づけ 
https://www.8111.com/topics/koujichika/ 最終閲覧日 2016.12.16 
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第１章．序章  


















並区の人口及び世帯数の推移を表したのがグラフ 1.1 である。 
(杉並区 HP より 
http://www.city.suginami.tokyo.jp/kusei/toukei/toukei/1021780/1021783.html 最終閲覧
日 2016.12.16) 
人口推移は横ばいであり、1996 年(平成 8 年)頃までは緩やかな減少がみられたが、1998 年
(平成 10 年)頃からは緩やかな増加傾向にある。 
 




口の推移を基にして杉並区の人口及び世帯数の推移を表したのがグラフ 1.2 である。 
(世田谷区 HP より 
http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/692/694/1887/d00050936.html  
最終閲覧日 2016.12.16) 
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第１章．序章  
成 8 年)頃からは緩やかな増加傾向にある。 
 
杉並区、世田谷区両地域とも東京都の中で2016年(平成27年)中の地域別人口増減数が6000
人以上の 7 区の中の 2 区である。(東京都 HP「東京都の人口（推計）」の概要（平成 28 年






















































































































(2015.2) p9 を、世田谷区は世田谷区産業振興計画(平成 26 年度～29 年度)p78 を基にして
表にまとめた。 
杉並区の産業構造を 2014 年(平成 26 年)の産業(大分類)別の事業所構成比でみると、卸売
業・小売業が 22.3％と最も高く、次いで宿泊業・飲食サービス業(15.6％)、不動産・物品賃
貸業(14.3％)である。 




















































































































































































































































































































それぞれの事例における調査の内容を以下の表 2.3、表 2.4、表 2.5 にまとめた。 
また、実際に開かれている様子を調査したのは下記の通りである。 
｢ぬくぬくハウス｣：2016 年 3 月 24 日(土)、2016 年 3 月 26 日(月) 
｢このあの文庫｣：2015 年 9 月 12 日(土)、2015 年 10 月 10 日(土)、2016 年 10 月 29 日(土) 
 
 
表 2.3. 一般財団法人世田谷トラストに対する調査概要(第３章 3-1-3) 
 一般財団法人世田谷トラストまちづくり 
調査対象者 地域共生のいえ支援事業担当：A 氏 
空き家等地域貢献活用相談窓口担当：B 氏 











表 2.4. 場所が固定である「たまり場」対する調査概要(第４章 3-2-4,3-3-5) 
 1.ぬくぬくハウス 2.このあの文庫 
調査対象者 C 氏(オーナー) 
D 氏(運営協力者) 
E 氏(オーナー) 
調査日時 2016 年 3 月 26 日(月) 
10:00～11:40 
2015 年 9 月 12 日(土)13:00～14:30 
[2016 年 10 月 29 日(土)14:00～15:00] 














表 2.5. このあの文庫の利用者に対する調査概要(第４章 4-6) 
 このあの文庫 
調査対象者 利用者の母親 F(利用者 F) 利用者の母親 G(利用者 G) 
調査日時 2016 年 10 月 29 日(土) 2016 年 10 月 29 日(土) 
調査方法 半構造化面接 半構造化面接 
性別 女性 女性 
年齢 36 歳(2016.10 時点) 31 歳(2016.10 時点) 
利用者(子供)の性別 女性 女性 
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第３章．｢地域共生のいえ｣の｢ぬくぬくハウス｣の事例研究  


























とある。(世田谷トラストまちづくり HP より 

























































































図 3.3 世田谷トラスト活動拠点図(世田谷トラストまちづくり HP より 
http://www.setagayatm.or.jp/about/index.html 最優閲覧日 2016.12.16) 
図 3.2 の地域共生のいえの番号は以下の通りである。 
1)COS ちとふな 2)茶論ワンコイン 3)リブロ・ニワース 4)岡さんのいえ TOMO  
5)ルツの家 6)野草の会 こめこめ庵 7)COS 下北沢 8)読書空間みかも 
9)あかねこうぼう 10)椎の木 11)あばら屋 春夏 12)在林館 13)眞喜楼 
14)いいおかさんちであ・そ・ぼ 15)ケアラーズカフェ KIMAMA 16)シェア奥沢 








































ナー主宰で運営への連携メンバーや団体が多数参加している。(世田谷トラストまちづくり HP より 






成 27 年度)」pp1-5 





















































































































                                                                                                                                                     
民や会社員、学生等である。(世田谷トラストまちづくり HP より 
http://www.setagayatm.or.jp/about/index.html 最優閲覧日 2016.12.20) 







































































































































































































世田谷トラスト活動拠点の地域共生のいえのひとつの「 ぬくぬくハウス」は 18 件目












写真 3.1.「ぬくぬくハウス」外観       写真 3.2.「ぬくぬくハウス」テラスの様子 
 
写真 3.3.前面道路と「まぜっこ・ぬくぬく」の様子(2015.7.15)       写真 3.4.玄関前の井戸. 
(ぬくぬくハウス HP より  https://www.nukunuku-house.com/ 最終閲覧日 2016.12.20) 





図 3.4.「ぬくぬくハウス」(改修後)1 階平面図(1/100) 
 
表 3.2.「ぬくぬくハウス」建物概要 
建築年 1951 年 





地域開放空間 和室(10 畳)・洋室(8＋6 畳)・キッチン(要相談) 
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第３章．｢地域共生のいえ｣の｢ぬくぬくハウス｣の事例研究  
「ぬくぬくハウス」の建築概要は図 3.4 と表 3.2 に示すとおりである。 


















利用可能箇所 和室(10 畳)・リビング(8 畳)・ダイニング(6 畳)・キッチン(要相談) 
貸出可能日 月・水・土 ※毎週金曜日は【ぬくぬくカフェ】【まぜっこ食堂】 
開設時間 10 時～18 時（基本時間） 
休日 毎週木曜と日曜、祝日、夏季・年末年始 ※祝日はイベントデーの場合あり 
利用料金 9 人まで 1 時間 300 円 
10 人以上 1 時間 500 円 
予約方法 電話／FAX／メールが可能 
※原則として 1 ヵ月前から 1 週間前まで予約可能 







































写真 3.5..和室側の様子(2016.3.26撮影)      写真 3.6.リビング・ダイニング側の様子(2016.3.26撮影) 


















































 「ぬくぬくハウス」のオーナーである C 氏と運営協力者である D 氏の二者にインタビュ
ー調査(2016.3.26 AM10:00～11:40)[2-4 表 2.4]を行った。 
 
1)開設までの経緯 











 そして世田谷トラストによる試行支援としてプレ企画を 4 回、自主プレ企画を 4 回開催
し、2015 年 9 月に地域共生のいえとしてオープンした。 
 世田谷トラストに支援の相談に行く前には活動を行っておらず、いちから地域共生のい













                                                   






















































 運営の状況も表 3.5 にまとめたとおりである。2016 年 3 月時点では運営主体はオーナー
と運営者であり、｢ぬくぬくハウス｣のパンフレットやホームページにも載っている 5 名で
あった。また、運営協力者は 7 名程であった。 
2016 年 3 月時点で NPO 法人「ぬくぬくハウス」の名義を申請中であったが、｢ぬくぬく
ハウス｣HP(https://www.nukunuku-house.com/ 最終閲覧日 2016.12.30)に 


























































































図 3.6.全国における家庭文庫の数 汐崎順子(2012)『日本における文庫活動の現状』 
(http://www.jslis.jp/aboutus/ShioszakiJ_20121117_JSLIS.pdf)より 
                                                   
12  
汐崎順子 (2013) 『日本における文庫活動の現状』二本図書情報学会 (70)p25-54 






りることが出来る。入会に年齢制限は無く、本はひとり 3 冊まで 2 週間借りることができ
る。読み聞かせやワークショップなども不定期に開催している。 
「このあの文庫」は JR「阿佐ヶ谷駅」から徒歩約 15 分の住宅地の一角にある。(図 3.7) 
 
図 3.7.「このあの文庫」の位置 (Google Maps より作図) 
 
写真 3.7.「このあの文庫」の看板                   写真 3.8.「このあの文庫」の入口 (2015.9.12 撮影) 











図 3.8.「このあの文庫」1 平面図(1/100) 
 
表 3.6.「このあの文庫」建築概要 
居住年数 3 年(2016) 
構造 RC 造 3 階建て 
建物用途 オーナー住宅(1.5,2.5F) 
地域開放(0.5F) 






「このあの文庫」の建築概要は図 3.8 と表 3.6 に示すとおりである。 
家庭文庫として地域に開放しているのは半地下の洋室(約 8 畳)である。少し天井が低い造


















 2015 年 9 月 12 日、2016 年 10 月 29 日にインタビュー調査に行った際に実際に「このあ
の文庫」が利用されている様子を調査した。「このあの文庫」の利用実態について整理する。 
・空間の活用の仕方 
 玄関を入ってすぐにある扉を開けると半地下の約 8 畳の洋室が家庭文庫として開かれて
いる。床はマットであり、小さい子どもが利用するということが考えられている。2000 冊
の書蔵(2015.9 時)があり、大小、高低様々な本棚が合わせて 10 台あり、中には E 氏(オー




利用者数は 2015.9.12 は 6 人程度。(夏季休館日の次の週であったため、普段より少なか















写真 3.9.本の貸し出しの様子(2015.9.12 撮影)     写真 3.10.読み聞かせの様子(2015.9.12 撮影) 





























 「このあの文庫」のオーナーである E 氏にインタビュー調査を行った。2015 年 9 月 12
日(土)13:00～14:30【2016 年 10 月 29 日(土)14:00～15:00】[1-7-3 表 1.3] 
 
2015年 9月 12日のインタビュー調査に関しては表 3.8にまとめたとおりであるが、2016
年 10 月 29 日に補完のインタビュー調査を行った。 
1)開設までの経緯 























為、4 つ～5 つくらいの学区の子ども達が来ている。 





のがっこう』『スティーヴィーのこいぬ』などがある。(偕成社 HP より http://www.kaiseisha.co.jp/) 





性格には測っていないが、子どもは 0 才～上は小学校 3 年生くらい。 
0 才くらいなど小さい子どもは上に兄弟がいて一緒に付いてくるということが多い。 
一番多いのは就学前、3～5 歳くらいが多い。 
親もそういうことを考えると 30 代、30 代後半くらいが一番多い。大人だけの会員もいるし、
おばさまが何人か一緒に本を借りにいらっしゃることもある。高齢者というよりは子育て









が好きで来るという人が多い。」と E 氏は述べていた。 
 
7)「このあの文庫」運営の予算に関して 

































1)F さん(36 歳) お子さん 2 人(幼稚園年中、0 歳) 
利用開始時期：1 人目のお子さんが 3 才の時から利用している。 
利用頻度：だいたい本の返却期間(２週間に１回)くらいの利用頻度である。 




そうすると 15 時頃～になる。 
利用のきっかけ：「このあの文庫」を知ったきっかけは、もともと E 氏が翻訳していた本の
ことを知っていて、小宮氏が自宅の近くでこのような活動をしているこ







2)G さん(31 歳) お子さん 2 人(幼稚園年小、0 歳) 
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